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赤い羽根共同募金限定「なよろうピンバッチ」
　毎年好評をいただいている「なよろうピンバッチ」は、いただいた寄付からバッチ
の制作費を差し引いた分が、共同募金の寄付金として名寄市で行われる地域福祉活動
に役立てられます。
　残りわずかとなっていますので、お早めにお求めください！！

　多分野・多世代地域活動拠点「ここほっ

と」で期間限定の縁日を開催します。

　赤い羽根共同募金とのコラボ企画として、

益金は名寄市共同募金委員会への寄付金と

させていただき、今後の名寄市を中心とし

た地域福祉活動に役立てられます。

　新型コロナウイルス感染症や災害等によって「ここほっと」を閉所する場合は、
中止となります。

赤い羽根共同募金コラボ企画
（名寄市西４条南８丁目　西條名寄店１階）

（商品がなくなり次第終了）

取扱場所
名寄市総合福祉センター
ここほっと
名寄社協風連支所

（名寄市西１条南１２丁目）

（名寄市西４条南８丁目　西條１階）

（名寄市役所風連庁舎１階）

場所 ： ここほっと

日時 ： １１月１日 （月） ～１１月３０日 （火）
　　　　　平日１０ ： ００～１６ ： ００

１回１００円 １回５０円
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　１０月から行っている赤い羽根共同募金運動へのご協力ありがとうございます。
　町内会や事業所、職場、学校募金などで寄せられた皆さんの温かいお気持ちは、
社会福祉協議会や市内外で活動している福祉団体などに助成され、私たちが暮らす
地域づくりの様々な場面に生かされます。　
　引き続き皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同募金運動の一環として行っている「歳末た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すけあい運動」を今年も１２月１日より行います。

　この運動は、新たな年を迎える時期に、支援を必要とする人た

ちが地域で安心して暮らすことができるよう、義援金の助成に加

え、町内会での年末年始の高齢者との食事会や配食などの地域福

祉活動の推進に役立てられ、地域の皆さんの温かい気持ちに支え

られている運動です。

　赤い羽根共同募金に引き続き、ご協力お願いいたします。

●高齢者や障がいのある方へのサービス　●町内会活動の支援　●ボランティアの
育成や活動支援　●行事用テントの購入助成　●学校での福祉教育やボランティア
活動　●災害復興の支援　●高齢者・障がい者団体などへの支援

　　　　　　　　　　　　　　など、私達の暮らしの様々な場面に役立てられます

赤い羽根共同募金
令和３年度目標額

４,７００,０００円

１０月１５日現在
募　　 金 　　額

共同募金の運動期間は１２月３１日までです。募金は名寄市共同募金委員会で受付けています。

１,４０３,３０１円

目標額まであと 　  
３,２９６,６９９円

（名寄南小学校での様子）

　２０１０年バンクーバーパラリンピック、アイススレッ

ジホッケー（現在はパラアイスホッケー）銀メダリストの

永瀬　充さんにお越しいただき、本会が行う「子どもの心

を育む講演・交流事業」として、名寄西小学校５年生、名

寄南小学校の６年生のみなさんと交流しました。

　長野パラリンピックから日本代表のゴールキーパーとし

て活躍され、バンクーバー大会で念願のメダルを獲得する

までや、その後一度は引退をしましたが、復帰をし再度パ

ラリンピックでのメダル獲得を目指すようになったことなど、これまでの歩みから夢を持ち努力することや

仲間の支えの大切さなどについてお話いただきました。

　また、先日開催された東京パラリンピックの様子や障がい者スポーツの魅力などを通して、障がいに関わ

らず支え合うことの大切さについてもお話いただきました。

　銀メダルも実際に見せていただき、子ども達は目を輝かせながら貴重な交流をしていました。

子どもの心を育む講演・交流事業

子どもの心を育む講演 ・ 交流事業 学 校

社 協講 師

希望調査

調整

　子ども達に福祉の大切さや正しい障がい理解の啓発をしていくことを目的に、主に

福祉分野の実践者や障がい者スポーツのアスリートなどを学校に派遣する、名寄社協

が市内の小中高等学校の協力のもと行っている事業です。　

　これまで、講演会の実施の他、障がいや年齢などに関わらず支え合う「共生

社会」について学んでいく、年間２０から３０時間の授業を学校と一緒に進

めていくなどしており、令和２年度は市内６校で５３回実施し、今年度も

小中高等学校で様々な事業を行っています。
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　愛情銀行は、昭和４４年に市民の皆さんの愛情を善意として積み立て、社会福祉事業に活用することを目的に開始され
ました。現在は、会葬礼状としてご利用いただいている「福祉はがき」をはじめ、チャリティ映画会の益金、金銭や物品
寄付を、福祉団体の福祉器具購入助成など市内の地域福祉・在宅福祉事業に有効に活用させていただいています。

９８ ２１９,８５０円

◇愛情銀行寄託［福祉はがき］ 　　（令和３年８月１日～令和３年９月３０日）

　　（令和３年８月１日～令和３年９月３０日）

月 月寄 付 金 件数 寄 付 金 件数 件数寄 付 金 

◇愛情銀行寄託［一般寄付］

合 計

９８

月 月寄 付 金 件数 寄 付 金 件数 件数寄 付 金 

合 計

８ １４０,０００円 ８ ３５９,８５０円 １６

０円 ０ ５００,０００円 １ ５００,０００円 １

LINE の 「友達追加」 から、ＩＤ検索するか
ＱＲコードをスキャンして登録してください

　名寄社協公式LINEを開
設しました。
　イベントなど様々な情
報をお届けしますので、
登録をお願いします。

職　　　種 ： ホームヘルパー ／ 雇用形態 ： パート
給　　　料 ： 時給 1,150円～
手　　　当 ： 資格手当　3,000円／月（介護福祉士）
　　　　　　 　  業務手当　100円／１時間
業務内容 ： 訪問介護
必要資格等 ： 初任者研修修了者（ホームヘルパー２級以上）

　　　 　　　   普通自動車免許

　エフエムなよろ「Airてっし」で名寄市社会福祉協議会からのお知らせが放送され

ています。

　放送では名寄社協の各種事業の紹

介や行事予定などが紹介されていま

すので、ぜひお聞き下さい。

　２０１８年の胆振東部地震により甚大な被害を受けた厚真町で

の復興への歩みから、被災をきっかけに生まれた新たな地域との

つながりや復興へのチカラになった若い世代や企業の活動事例、

不足していた活動や連携等についてお話しいただきます。　

● Airてっしで名寄社協からのご案内を放送中

◆ 放 送 日 程 ◆

毎週火曜日　（１回目）　８：００～

　　　　　　（２回目）１７：４５～

令和３年度

第２回市民ボランティア講座

日　　時　１１月１５日（月）
　　　　　１８：３０～２０：００
　　　　　　　　　　（入室１８：２０～）

開催方法　オンライン（Zoom）
参 加 費　無　料
申 込 み　１１月７日（日）までに
　　　　 下記 QR コードからお申込
　　　　 みください。

※電話・メールでお申込みの際は、下

記お問合せ先までご連絡ください。

主　催：名寄市社会福祉協議会

　　　　名寄市ボランティアセンター

【問い合わせ先】

　名寄市社会福祉協議会（地域支援係）
　TEL：01654-3-9862 ／ FAX：01654-3-9949

  E-mail：chiiki@nayoro-shakyo.jp

【情報提供】

「胆振東部地震の被災から見えた地域のチカラ」
情報提供者　山野下　誠　氏　
               社会福祉法人厚真町社会福祉協議会　事務局次長

　　　　　　　 厚真町災害ボランティアセンター　副センター長（当時）

　各団体等がそれぞれの活動について情報を共有し、今後の地域

の活性化やマチづくりのために私たちができること、すべきこと

等について情報交換をします。

　また、各団体等の課題となっていること等についても共有し、

今度の活動に向けたアイディアや協同の可能性についても情報交

換をします。

【情報交換】

「魅力あるマチづくりに私たちができること」
コーディネート　篠原　辰二　氏　
　　　　　　　　　　一般社団法人 Wellbe Design　理事長



［風連支所］
〒098-0507
名寄市風連町西町 196-1
　　          名寄市役所風連庁舎内
                TEL・FAX：01655-3-3777

ホームページ　http://www.nayoro-shakyo.jp
E-mail  info@nayoro-shakyo.jp

　お急ぎの場合や夜間・休日等は
「01654-3-9862」におかけ下さい。
　FAX は２４時間送信可能です。

※幼児など保護者と座席を共有される場合も入場整理券必要。

※同一グループ以外の方とは座席を一つ空けてお座りいただく。

※幼児など保護者と座席を共有される場合も入場整理券必要。

※同一グループ以外の方とは座席を一つ空けてお座りいただく。

主　　催　名寄市社会福祉協議会
実施主体　令和３年度　ふれあい家族交流会実行委員会
共　　催　名寄市
協　　力　おもちゃのヨシダ／協　賛　ヨシリツ （株）

　名寄市在住の武井　麻里さん、

遠藤　ちゆきさんの二人組。

　2010 年に結成し、市立天文台

きたすばるやサンピラーパーク

などで子育て支援コンサート、

ほっと２１や保育所などで親子

で楽しむコンサート活動を行っ

ている。

　　「驚き」と「感動」のステージ！

　　マジックとサーカスを組み合わせたエンターテイメントショー

                              ・大道芸の大会『全国芸王グラ　

　　　　　　　　　　　　　　　ンプリ』全国優勝＜2007 年度＞

　　　　　　　　　　　　　　　・北海道最高級リゾートホテル　

　　　　　　　　　　　　　　　ザ・ウィンザーホテル洞爺年末　

　　　　　　　　　　　　　　　年始５年連続出演

　　　　　　　　　　　　　　　・FM ノースウェーブパフォーマ

　　　　　　　　　　　　　　　ンスコンテスト優勝

　　　　　　　　　　　　　　　・芸王グランプリ　北海道大会　

　　　　　　　　　　　　　　　２度優勝　　etc

①新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、次の項目に該当する場合は、ご来場をご遠慮いただ
きます。１）平熱を超える発熱がある／２）せき、のどの痛み、風邪等の症状がある／３）体のだ
るさ、息苦しさ、疲れやすい／４）嗅覚や味覚の異常がある／５）新型コロナウイルス感染症陽性
とされる方との濃厚接触がある／６）同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる／７）過去
１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間が必要とされる国、地域等への渡航、または当
該在住者との濃厚接触があった。　
②事前に入場整理券裏にある来場者情報（氏名／電話番号／住所）を記載の上ご来場いただき、入
場の際にお預かりいたします。　
③マスク着用を必須とします。コミュニケーションや健康上の理由などによって着用できない方は
除きます。
④会場入り口での検温を必須とします。検温機材（非接触型）は主催者で用意します。スタッフの
指示に従い検温を行っていただきます。
⑤会場入退場時の手指消毒を必須とします。消毒液は主催者で設置します。
⑥会場内での感染予防のため、スタッフの案内に沿ってご移動ください。

（開場　9：30）（開場　9：30）

入
場
整
理
券

配布開始 ： １２月１日 （水） 午前９時
配布場所 ： 名寄市総合福祉センター
　　　　　　　（名寄市西１条南１２丁目）

配布時間 ： 平日９時～１７時
電話予約 ： 平日９時～１７時に下記まで申込み
　　　　　　 　　　入場整理券は当日会場でお渡し
　　　　　　　　　 ☎０１654-3-9862
　　　　　　　　　　名寄市社会福祉協議会　地域支援係
※事前に入場整理券裏面に来場者の氏名 ・住所 ・

電話番号を記入の上ご来場ください。
※EN-RAY ホールでの取扱いはございません。

LaQプレゼントパック(雪だるま)

9.5㎝

12ｃｍ

・お帰りの際に、入場整理券の
提示をいただいた小学６年生
までのお子さんにプレゼント。
・保護者と座席を共有する場合
も対象。
・該当するお子さんの来場が条
件。（保護者等による入場整理
券のみの提示は不可）

　ふれあい家族交流会は「ミニバリアフリーおもちゃ博 in
なよろ」として開催してきましたが、新型コロナウイルス
感染症の影響により、これまで同様の開催が難しく、しかし、
たくさんの子ども達やご家族に楽しんでいただければと、
コンサートを企画しました。
　みなさんのご来場をお待ちしています！


